
　６月６日に第４日本チェロ協会総会が開催され、以下
の内容で承認されましたのでご報告いたします。

開催日時　２００４年６月６日（日）　Ｔ１３：３０～１４：３０
場　　所　サントリーホール・リハーサル室
出　席　者　（会長）堤（副会長）堀（書記）山崎（評議委
（２０名）　員）苅田、倉田、斉藤、松本（会員）石島、
　　　　　田中、谷口、箕口、堀内、松崎、住野、児玉
　　　　　（事務局長）飯田（事務局）竹田、溝口、奥貫
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１．ホームページ開設
　　３月２４日ホームページを開設。
　　入会方法、イベントの案内や会員出演のコンサート
　情報を掲載。

２．会報“ＪＣＳ　ＮＥＷＳ”発行
　　８月３１日会報第１８号発行
　　１月３１日会報第１９号発行

３．チェロサロン開催
　　８月３１日　酒井淳先生
　　　於：スタジオ・ルンデ／名古屋（参加者１７名）
　　１１月３０日　倉田澄子先生
　　　於：サントリーホール（参加者１９名）
　　２月２９日　苅田雅治先生
　　　於：サントリーホール（参加者１０名）

４．マスタークラス開催
　　４月６日　フィリップ・ミューレル先生
　　　於：サントリーホール（受講者３名、聴講者６３名）

５．評議委員会
　　９月１５日第１回評議委員会　於：サントリーホール
　　１１月６日第２回評議委員会　於：サントリーホール

６．チェロ・コングレス打ち合わせ
《国際チェロアンサンブル協会・�才能教育研究会・　
　ＪＣＳ事務局による打ち合わせ》
　　５月１３日事務局ミーティング
　　　於：国際チェロアンサンブル協会事務所／神戸
　　８月５日事務局ミーティング
　　　於：才能教育研究会事務所／名古屋
　　９月２６日チェロ・コングレス会議
　　　於：名古屋逓信会館

　　２月６日チェロ・コングレス会議
　　　於：神戸ポートピアホテル
　　３月１日チェロ・コングレス会議
　　　於：名古屋逓信会館
　　３月２２日チェロ・コングレス第１回実行委員会
　　　於：神戸ポートピアホテル
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１．総会、評議委員会の開催
　ア．総　　　会
　　６月６日　於：サントリーホール
　イ．評議委員会
　　第１回　６月６日
　　年３回程度の開催とする。

２．サマーキャンプの開催
　　７月１１日チェロアンサンブル、クリニック
　　　於：サントリーホール

３．会報等の発行
　　年２回発行予定（６月、１２月）。チェロサロン等協会
　活動の実施案内、報告等を掲載する。

４．ホームページの充実
　　２００４年３月に開設し、協会の活動内容・会員コンサー
　ト情報等を掲載している
　　ホームページのさらなる充実を図る。
　�　コンテンツの検討
　�　会員相互情報交換ページの開設
　�　会員からのネットボランティア募集

５．チェロサロンの開催
　　年２回程度の開催とする。
　　東京以外の地域での開催も検討する。
　　（過去、大阪・名古屋で実施。）

６．マスタークラスの開催
　　年２回程度の開催とする。
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＜任期：２００４年４月～２００６年３月＞
会　　長　堤　剛
副　会　長　中島　顕、堀　了介
書　　記　山崎伸子
評議委員　上村　昇、苅田雅治、倉田澄子、河野文昭、
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　　　　　斉藤建寛、松本　巧、毛利伯郎、飯田芳憲
監　査　役　石島栄一、入内島健（※）
　　　　　　※監査役の２名が新任
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名　称：インターナショナル・チェロ・コングレス・イ
　　　　ン神戸－１０００人のチェロコンサート－
日　程：２００５年５月１６日（月）～２２日（日）
場　所：神戸ポートピアホテル、ワールド記念ホール他
主　催：ＮＰＯ国際チェロアンサンブル協会
共　催：日本チェロ協会、�才能教育研究会、読売新聞
　　　　社
　資料として、現時点での①海外・国内招聘者リスト②
全体日程（案）③タイムスケジュール（案）他、大会組
織、実行委員リスト、後援団体要請リスト等を配布。
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Ｑ１　会報など郵送ではなくＥメールやホームページを
利用すれば経費削減できる。会員に問い合わせて不要
であれば郵送をやめてはどうか。個別対応してはどう
か。

事務局　まだＥメールをお持ちでない方もいらっしゃる
ので、次回より個別対応で実施していく。
Ｑ２　チェロコングレス関連費用を予算計上していない
ようだが、予算化はどのように考えているのか。
事務局　まだ実施案をこれから詰める段階で、２００５年予
算化する必要がある場合は、事前に会員の方々の承認
を得る。
Ｑ３　今後、チェロコングレスへの協力活動も増えてい
くと思うが、２００４年に予算化する必要はないか。

事務局　２００４年には予算化しない。チェロ協会は共催だ
が財政負担は負わず、プログラム制作、動員で協力し
ていく。
Ｑ４　会員の住所分布はどうなっているか。
事務局　東京が７０％、次に広島、大阪、名古屋の順。
Ｑ４　チェロサロンなどもっとアピールすべきである。
Ｑ５　チェロ協会は若いアマチュア会員には敷居が高い。
アマ応援団の組織づくりなども必要。
Ｑ６　チェロコングレス開催前にチェロ協会としてのイ
ベントを１本打ってはどうか。存在をアピールしまた
結束を固める機会となると思う。
事務局　このようなご意見をどしどし事務局までお寄せ
下さいますようお願いします。�
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2003年度　決　算　書

（単位�：�円）【収入の部】

摘�　　��要����年度
決　算　額

����年度
予　算　額項���目

会費：���������（法人�社�
�������＋一般���人�������
＋学生��人������）／入会
金：�人＝�����

������������������会� ��費

���マスタークラスチケット��
枚������������入 場 券

チェロサロン参加費������
／受取利息�������������雑 収 入

������������������前年度繰越金

������������������計

（単位�：�円）【支出の部】

摘�　　��要����年度
決　算　額

����年度
予　算　額項���目

会報��～��号��������×
���回→�回���������������会報作成費
会報、会員証発送��������
コングレス関連海外レター
�������

��������������通 信 費

�������便箋・封筒
等の制作費

評議委員交通費��������
評議委員会軽食代���������������������総会・評議

委員会経費
宛名ラベル、プリンタインク、
振込手数料等������������事務諸経費

会員証台紙����������名　簿・会
員証作成費

ミューレルマスタークラス
���������チェロサロン��回
→うち�回名古屋��������

��������������事 業 費

��������������ホームページ
開設運営費

������������������次年度への
繰 越 し

������������������計

2004年度　予　算　書

（単位�：�円）【収入の部】

摘�　　��要����年度
予　算　額

����年度
決　算　額項���目

法人����������社�　一般�
�����������名×������
学生���������名×������
入会金�������名×������

������������������会� ��費

マスタークラス聴講料������������入 場 券

チェロサロン参加費、�受取
利息���雑 収 入

������������������前年度繰越金

������������������計

（単位�：�円）【支出の部】

摘�　　��要����年度
予　算　額

����年度
決　算　額項���目

�������円×�回（第��～��
号）��������������会報作成費

会報、海外レター発送��������������通 信 費

��便箋・封筒
等の制作費

総会・評議委員会軽食代、
交通費��������������総会・評議

委員会経費
宛名ラベル、プリンターイン
ク、振込手数料������������事務諸経費

会員証台紙�����������名　簿・会
員証作成費

マスタークラス�チェロサロ
ン（各�回）、サマーキャンプ��������������事 業 費

メンテナンス������円×��ケ月
�コンテンツ作成等�������円��������������ホームページ

開設運営費

������������������次年度への
繰 越 し

������������������計



１１／３０チェロサロン
（於：サントリーホール　リハーサルルーム）

主宰　倉田澄子先生

　去る２００３年１１月３０日、サントリーホールのリハーサル
ルームにて倉田澄子先生のご主宰によるチェロサロンが
開催されました。チェロクリニックには多くの皆様から
お申し込みをいただき、サロンの前半で５名の方に受講

いただきました。後半は、参加者の皆様からのご要望も
ふまえ倉田先生にお選びいただいたクレンゲルの「讃歌」
を、参加者全員によるアンサンブルでお楽しみいただき
ました。
　以下簡単ではありますが、サロン当日のミニレポートです。

Ⅰチェロクリニック

　稲田真さん
　Ｊ．Ｓ．バッハ「無伴奏チェロ組曲天馬№３ブーレ」
　住野泰士さん
　カサド　「愛の言葉」
　柴田いづみさん
　メンデルスゾーン　「ソナタ」�－���より第一楽章
　村上美樹さん
　演奏会用小品集より　プレリュード
　田川義之さん
　クレンゲル　「コンチェルトピース」より第一楽章

　難曲に挑戦された方、得意の曲を披露された方など、
それぞれに熱演いただきました。倉田先生からも、「流れ
を大切にして弓を大きく使った良い演奏でした」、「音程
が確かで良かったと思います」等々、受講者お１人１人
への良かった点のコメントとあわせて、下記のようなア
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　2004年3月24日に日本チェロ協会ホーム
ページが開設されました。協会主催イベン
ト、入会のご案内やチェロ関連コンサート
情報を掲載しています。どうぞご覧下さい。
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会員の皆様が出演される
コンサートの情報をお寄せください！
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★メールアドレスをお持ちの方は、必ずメールの添付ファイル
にてお送りください。（当協会にメールアドレスをお届けいただ
いていなく、新たに取得されました方は、事務局へメールアド
レスをお知らせください。公演情報掲載フォーマットをお送り
します）
★メールアドレスをお持ちでない方は、今回同封のフォーマッ
トにご記入のうえ���ください。

ボランティア大募集！

日本チェロ協会のホームページ運営に参加されませんか？！
★活動内容
　チェロ協会会員から、コンサートやリサイタルの公演情報を
集め、内容チェック後に事務局へご提出いただくお仕事です。
★活動頻度
　１ヶ月に１回程度
（集まる情報の内容・量によって、ご相談させていただきます。）
★ボランティアにご応募いただける方
　このお仕事に興味がおありで、メールアドレスをお持ちの方
（システム会社とのファイルやり取りの都合上、メールで連絡
が可能な方に限らせていただいています。）
　ご応募多数の場合は、ご相談させていただきます。
★活動期間
　基本的に１年間。
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ドバイスもいただきました。当日参加されなかった皆さ
まへもご参考になればと思います。

　♪　丸く握った左手を捻らないように心がけてみましょう
　♪　例えばカサドならスパニッシュのリズムを大切に
　♪　シフトのとき次のポジションにいく準備をしてお
　　くといいですね
　♪　音を植え込むような気持ちで左指を置いて、充実
　　した音を追及してみましょう

Ⅱアンサンブル

［１曲目］クレンゲル「讃歌」
　１２番チェロまでを参加者の皆さんの腕前（自己申告）
にもとづき、１パート１人ないし２人にご担当いただき
ました。倉田先生から、「（この曲に限らないことですが）
参加される皆さんが曲に対して自分なりのイメージを
持って音を出してみましょう」といったアドバイスがあ
りました。
　この曲の１２パートが合流していく個所、ここに皆さん
はどんなイメージを持たれますか？「日の出、朝の光が
さしてくるような」「花のつぼみが徐々に開いていく様
子」……様々な情景、思い思いのイメージから紡ぎ出さ
れた音は、たしかにぐんと豊かな響きに変化していたよ
うに思います。

［２曲目］Ｊ．Ｓ．バッハ「Ｇ線上のアリア」
　これももう皆様おなじみの曲。
　時間も押すなか、上下好きなパートを選んでいただき、
名残を惜しみつつの演奏でサロンはお開きとなりました。
〈参加者からの感想：福永文子さん〉
　サントリーホール楽屋口を探してアークヒルズをほと
んど一周してしまい、やっとたどり着くと、チェロを抱
えた参加者を見つけた倉田先生が、気さくに部屋まで案
内してくださって、本当に感激でした！受付では、いつ
も行き届いたご案内をくださる田中さんがいらして、想
像した通りの、やさしい雰囲気の素敵な方でした！
　久しぶりにチェロ族に囲まれた気分を味わっていると、
いよいよ楽しみにしていた公開レッスン。恥ずかしいこ
とに、弾いたことのある曲は一曲だけだったので、楽譜
を指摘しながらの、熱の入ったレッスンは、わたしも楽
譜がみたーいと思いました。
　レッスンを受けた方は、この日のために準備して、興
味津々の人々の前で自分をさらけ出し、憧れの先生にア
ドバイスをいただくわけですから、本番以上の、大変な
緊張だったのではないでしょうか。聴かせていただいた
者としてその前向きな勇気に感謝！です。
　チェロアンサンブルもこれまた久しぶり。やっぱり聴
くより弾くほうが楽しいわ！二重奏に興味があって、大
人数でどうやって？と思いつつ、リクエストを出してい
ました。
　倉田先生に、今日はもう時間がないけど、今度しましょ
うね、と声を掛けていただいてうれしいやら恥ずかしい
やら。ほんとうに、いつか実現できたら…．夢かしら。
　公開レッスン、アンサンブルを通して一番印象に残っ
たのは、「イメージする」ことの大切さでした。左手の形
のイメージ（卵をこわさない）、左指が押さえるイメージ
（苗を植え込むように）曲のイメージ（夜明けの情景
����）すべてのイメージが、日常にあるものでした。日

常の小さな動作、物質、感情すべて、チェロに、音楽に
繋がっていることを再確認したチェロサロンでした。
（ふくながあやこ）
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　来る７月１１日（日）日本チェロ協会・サマーキャンプ
を開催します。
　２年に１度のイベントで、今回はサントリーホール・
小ホールにてチェロ・アンサンブル（曲目はヘンデル：
パッサカリアと三枝成彰：チェロのためのレクイエム）
とクリニックを行います。開催のご報告は別途お知らせ
します。
　お楽しみに。

����

　４月に事務局担当が田中から溝口に交代となりました。
年会費のご案内や会報の発行が遅れましたことをお詫び
申し上げます。精一杯担当させて頂きますのでどうぞよ
ろしくお願いします。ご意見、ご質問などございました
ら、何なりとご連絡下さい。会員の皆様とともに協会を
盛り上げてまいりたいと思います。（溝口）
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